で 感心 をす るなら 大津の 疏水から 三 井寺へ 行くべき で 

あると 私 は 云った の だが、 奥の院の 夏の 土の 色の 美し 

さと 静けさ は、 あまり 人々 の 知らな いこと だと 思 ふ。 

あそこの 土の 色の 美し さに は、 むかしの 都の 色が 残つ 

てゐ る。 すべて 一 度 前に、 極度に 繁栄した 土地に は、 

どことなく 人の 足で 踏み 馴らされた 脂肪の やうな、 な 

ごや かな 色が 漂って ゐる もの だが、 私の 見た 土で は、 

神奈 川の 金 沢と か、 鎌 倉と かに は、 衰へ 切って しまつ 

てゐ ると はいへ、 幕府の あった 殷成 i な 表情が、 石垣 や 

樹の 切株 や、 道路の 平 担な 自然 さに 今 も 明瞭に 現 はれ 

てゐ る。 東北で は 松 島瑞巌 寺、 それから 岩 手の平 泉。 
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